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傷を思わせる所見なく，動脈内腔の狭少化が拘縮発
生の主因と思われるものであり，此のような症例K
対しては，局所の血流の正常化を促進させる意味に
於て，動脈周囲交感神経叢切除術，皮膚筋膜の減張
切開等の積極的治療対策が早期比施行される事が望
ましく，叉甚だ有数であると信ぜられる。 
35. 小児の外傷について
国立千葉病院整形外科斎藤 宏
最近  2年 3ヵ月聞に入院加療を行った 15才未満
の小児の外傷 68例を経験した。
自動車，自動自転車等にはねられて受傷したもの
は 31例で，開放性頭蓋骨陥凹骨折，大腿骨々折， 
骨盤骨々折等の重症例が大多数を占めている。これ
托対し，自転車で転倒したもの，転倒，転落による
ものでは上腕骨，殊に肘部骨折が多い。
頭蓋骨陥凹骨折に対しては，ショック治療と共に
観血的整復術を，肘部骨折中，頼上骨折には徒手整
復術を，内・外頼部骨折には積極的に観血的整復術
を，叉大腿骨々折i乙対しては牽引術，特に若年者に
は垂直牽引術を原則として行って良好な成績を修め
7こ。 
36. 脊椎脱臼骨折の治験例
千大整形鹿山徳男
最近の災害外科の特徴として複雑な障害を伴なう
ものが多いがその中でも脊椎の脱臼骨折例は，その 
予後，治療法の面で誠に興味あるものである。最近
教室で経験した脱臼骨折例で観血的に治療した四症
例につき報告していささかの考察を加えた。従来の
報告の様に脊髄の肉眼的所見が必ずしも予後と関連
しない事，及び馬尾神経部損傷が概して良好なる予
後をみる事を私共の治験例でも示していた。 
37. 頭部外傷の剖検例
国立千葉病院郡山春男， 0川上仁  
No. 6は右前額部及び右眼宮部に衝突し，右頭蓋
底と眼脅部の骨折を起し脳底部l乙柏々出血は強く繍
漫性の蜘妹膜下出血を認める。
No. 25. 28.は右後頭部民衝撃が加はり左前頭部
尖端及び底面と，側頭葉底面が蝶形骨翼縁により脳
挫傷並びに高度の実質内出血を来したもので骨折は 
殆んど認めない。
No.26は約 3年前の交通事故T右頭頂骨の小豆
大の欠損を来し，その部氏脳硬膜，軟膜及び実質が
高度の癒着を来したと J思われる。今回の事故では前
方或は後方より力が及び欠損癒着部を中心として高
度の硬膜下出血と軽度の蜘昧膜下出血脳挫傷を来し
たと考えられる。
No.39は，かなりのスピードで前頭部及び前額
部を打ち，該部の粉砕骨折と前頭葉の高度の挫傷出
血及び禰漫性の蜘昧膜下出血を来し，毛細血管出血
は内包にまで波及していた。
以上 5例の頭部外傷の剖検例を報告します。 
38. 腹腔内臓器の破裂手術例
清水厚生病院鈴木太郎
厚生病院最近 1.5年間の外傷は総数 6，268名の中
約 40%にあたる 2，455名，乙の数は清水市内の外科
では大体大同小異である。外傷には四肢の他民脳，
胸部，腹部内臓等広範囲にわたるものがある。外力
による腹部内臓破裂例中手術した 13例につき検討
した。交通事故の時には全身精査の要あり。腸管破
裂は他覚的には 1時間後に認められる。 4年間にへ
ルニヤ偶発症 7例ありこの中 3例は病変をお ζ した
腸管が腹腔内 l乙還納し腹腔内に病変を波及せしめ， 
ζの中腸破裂により腹膜炎を起させたものが 2例存
在する。腹膜炎をおこして 24時間後に開腹し救い
得た例あり， 3週間意識がなかった頭部及び腹部外
傷に対しショックの治療と開腹手術によって救い得
た例もある。胃出血の 2例より得た事は出血に際し
ての輸血の効果で普通重症ショックを起す推定出血
量は 1，500ccといわれているが最初の  200ccの輪
血で充分循環系の安定をみており腹腔内臓器破裂の
際多少でもショックの傾向があれば先ず輸血を行つ
て循環系の安定をはかり然る後手術の方針を樹てる
べきである。尚腹腔内の損傷は必ずしも単一でなく
一つの病変のみにとらわれて見落しのない様にする
ことが重要である。 
39. 環境と職業病
川鉄医務課金谷貫一郎
カラ  ー16ミリスライドにて川鉄工場内の環境を
高温，高音，塵挨，強光線，化学薬品等についての 
べその職業病予防対策に及ぶ。 
40. 	 「カナダ留学所感」
千大整形五味淵諒一  
約 12カ月間のカナダ留学を終え最近帰国した。
前半  6カ月間はセントリオール大学付属ベ Jレダン，
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